
子どもの為になる研修  

広島市立袋町小学校長   清 見 一  士   

ゆとりある授業とは，子ども自身が問題とす  

ることを，納得いくまで追求させ，たしかめさ  

せ，理解させるところにある。そのためには人  

間尊重の基本にたら，教育観，指導観を確立し，  

専門職としての研修をつまなければならない。   

4月になると，臭新しいランドセル姿の登校  

風景がみられる。1学期も終わりに近づく頃に  

なると，安全を目的につけたランドセルカバー  

の破損がR止らはじめる。   

大人が修理して1年間操たせるか，放任して  

おくか，ゆとりを生かし教育として扱うか教帥  

の教育観できまる。さらに「カバーを大切にし  

なさい」「お母さんに修理してもらってきなさ  

い」と吉葉でかたづけるか，カバーを大切にし  

ようとする子どもの善佐に灯をつけ，押しつけ  

ないで尊い体験をさせていくかも教師の指導観  

できまってくる。   

専門職といわれるゆえんも，こんなところに  

あるのではあるまいか。ペスタロブチは「人が  

人に対し為し能う最良のことは，その自助を助  

けることにある」と言っている。この力を教帥  

としては磨かなけれはならない。   

私こ－とで恐縮であるが，若い頃の体験を紹介  

したい。ストーブ談義の場で校長先年から「君  

たらの仕事は児童の教育をつかさどることだ」  

と話された。教育をつかさどるとは何か，疑問  

はふくらむ一方である。幾HかHが暮れてなお  

討論し，最後には授業を素材に検証までした。  

明確な結論はでなかったが，これだといったも  

のがまとまったように思う。   

動機づけは校長，あとはお互いの自助である。  

させられたという意識がないので，徹底した論  

争が続いたのであろう。本来研修は，自らが自  

主的に取り組むことを基本とするものであり，  

基本に連動しない共同研修は，依存怖が強くな  

るように思える。   

今後，研究の成果をどんな方法で累積してい  

くか，それをどう交流していくか，人間らしく  

生きたいという子どもの臭の願いにこたえる研  

究内容は何か、各学校の研究態勢を整えて追求  

していく課題である。もらろん学校がー－司一目的  

を目指す教帥集団として存在していることが不  

可欠の条件であり，その集団の貞価を問われて  

いる時でもある。  
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教師はなぜマンネリになるか  

一研修と工夫について一  

広島大学助教授  片 岡 徳 雄   

人気上昇の「教師」職 教師という職業は最  

近の不況を反映して，なかなか人気があるよう  

だ。その証拠に，教育学部系の大学への志願者  

は多いし、教員採用試験もなかなかの難関にな  

った。   

しかし、それだけの理由でもない。もともと  

数的という仕事は，ものすぐく派手なことを望  

まないなら，これほどのんきな，といって悪け  

れば，手堅い仕事はない。そういう人気は苗か  

らあった。   

この人気には，よい意味もあるが，もらろん  

悪い意味もある。職業として，生き馬の目をひ  

きぬく「生存競争」もなければ，明日に勝負が  

きまる「せらがらさ」もない。流行を追うこと  

なく「手堅く」「実直に」。こういった考え方  

が，いつしか，のんへんたらりの教師生活を生  

むことになる。   

他人のことを言うより，私自身のことを反省  

しよう。このような，のんべんだらりの教帥生  

活は、じつは，研究を職業とする学者にもある。  

「目下，研究中」という看板をかかげてねむる  

ことができる。   

他の職業では 教師の職業に似ている三種の  

職業群の，自己成長の力学を探ってみよう。   

まず第一群，研究者，スポーツマン，芸術家  

－－ 。これらは、何によって自らを高めるか。  

それは，他の誰でもない。自らが自らと戦って、  

自らを高めていく。喝釆を今，得る得ないでな  

く，精進の通は自らとの戦いである。続出幹雄  

をみよ。王貞治をみよ。ミレーをみよ。教帥に  

もこの力学は欲しい。   

第二群，組織人，つまりサラリーマン，官公  

庁の役人や会社員たら －。彼らは，何によっ  

て自らを高めるか。それは，他人の臼であるu  

上司からの臼，同僚からの目，部Fからの臼，  

さらには顧客からの臼。他の組織からのFl。こ  

の中で，自分を鍛えてゆかざるをえない。叱ら  

れ、批判され，恥をかかきれる。その痛手の中  

から育ってゆく。そういう痛い臼にあうまいと、  

注意する所から出発する。   

一般に，大学卒で組織（会社など）に就職し  

て．30歳までに叱られないような人があるだろ  

うか。教師はどうだろう。就職すれば「センセ  

イ」である。センセイとは「叱っても，叱られ  

ることなき」人たらのことか。   

さて，第三群は専門職．医者、弁題：L 技帥  

たら－。彼らの自己研修のヒキ金はなにか。  

自営業である彼らは．モウケるためには腕を磨  

かざるをえない。ヤプ医という噂がたったら，  

もうおしまい。勉強と：Ⅰ二夫はメシに由結してい  

る。   

最後のトリデ、子どもとともに こう考えて  

くると，数的の研修や創意⊥夫は．なかなか出  

にくい什組みになっている。のんべんだらりと  

なるようになっている。よはど高潔な人でない  

と，なまけたくなるのも無理はない。   

しかし、最後のトリデを忘れてはならぬ。そ  

れは，教師は「成長する子ども」と共にある。  

子どもが「成長する」のなら，自らも「成長す  

る」⊥夫と創造と研修がいる。でないと，丁・と  

もたらのリーダー（学習集団のリーダー）の座  

をおりてほしい。子どものすべてのモデルにな  

れ，といっているのではない。そんなことはイこ  

吼絶に近い。せめて，日々，新たな，⊥夫をこ  

らし，研修する点において子どもに，「学ふこ  

と」「変ってゆくこと」の大事さをホしたいも  

のだ。   

「ゆとりと充実」の教育が最も警戒する精神  

もまた，「学び」「工夫する」ことを忘れた，  

マンネリズムである。  
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創意とエ夫は身近なところから  

広島市教育センター次長   溝 口 二 郎  

児竜が「わかった」と喜ぶ授業を生み出して行  

くことになるのである。どの教科・どの教材に  

おいても，教室に校庭に，あるいは準備室に備  

えつけてある教具の，無ければ教具を自作して、  

活用の方法を研究すれば，さらに1人でも多く  

の児章・生徒が「わかった」と喜ぶ授業が展開  

できるはずである。今後，一層教材研究を深め  

て，1時間1時間の授業の質的向上に努めてい  

きたいものである。  

2 勤労体験は感謝と奉仕の活動に   

教育活動の一環としての勤労体験は，学校に  

よってその方法は異なるが，教師と児童・生徒  

の協力によって実施に移されっっある。仕事を  

進める過程の中で，手順の大切さ，完成させる  

ための協力と責任の大切き等を，児童・生徒自  

身が体得していくことができるので，人格形成  

の上で大きな役割を果すものである。   

この勤労体験はもうー歩進めて、より多くの  

人に菖んでもらえる「‾感謝と奉仕」の場の設定  

のために，教師が模索してもらいたい。開校記  

念日でも，運動会当日でも，敬老の日でも，い  

つでも良い、どこでも良い。児積・生徒の考え  

及ばないところへの指導．それが子供をより大  

きく生かす道である。  

3 教帥の向上が児童・生徒の向上に   

教育の推進は，まず，教帥自身が「自分が態  

度で示すことから教育を始めよう」の気概を持  

つことから始まる。   

1つ1つの問題の解決に粘り強く取り組み，  

小さな創造でも、らよつとした工夫でも，日々  

の教育実践の申に生かそうと努力する教師，そ  

れは教育者として自らの向上に精進する教師で  

ある。児童・生徒は，この数的の心に感じ，魅  

せられて，後姿を見習いつつ、自らを向上させ  

ていくものであることを忘れてはならない。  

「ゆとりのある充実した学校生活をおくらせ  

たい」という教師の願いは，各学校において．  

教育専門職である教師の力量として発揮きれ，  

具体化されて実践に移されっっある。親と子の，  

教師に対する勒待は大きい。   

この期に当たり、次の3点をあげ，今後の指  

導の参考に供したいや  

1 「わかった」と喜べる授業に   

「わかる授業の創造」という言葉があるが，  

この言葉は，それぞれの教材が、指導討画全体  

の中でどこに位置づけられ，今後何とかかわっ  

て発展していくかを理解することから始まるも  

のである。1つ1つの教材が生かされるのは授  

業の場であり，学校での生活時間の大部分が授  

業時間であることを思えば，教材研究の大切き  

と授業の重要性に気づかずにはいられない。   

1例に小学校4年生理科の「豆電球と乾電池」  

の教材をとり，授業の進め方について考えてみ  

たい。この教材のように基礎的な実験操作技術  

を必要とする場合には，グループごとの実験に  

はいる前に，教師が児童を教師明美験机の周り  

に集め，次の指示による顕示実験を加えてみて  

はどうであろうか。  

① 今から，先生が実験をします。よく見  

ていてください。   

（訂 では，太郎召、先生と仙じ方法で実験  

をしてください。  

こうすれば，その間は、児童が注意ノ」を集中し  

て実験を観察することになるので、後に実施す  

るグループ実験の過程の中でも、「これができ  

た」，「これはわかった」と，心の中で喜びっ  

ぶやくことができる児量を，1人でも多くする  

ことができはしまいか。   

模索しながら進めるわずかな改善，あるいは  

らよつとした配慮を日々槙み重ねていくことが、  

ヽ■■■′  
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広島市教育センター研修事業について   

教育センターでは，広島市の学校教育及び社会教育的係職員を対象に研修事業を実施し，教育関  

係職員としての自覚を深めるとともに，専門的資質能力を高めることによって本市教育のトム」上に資  

するという目的達成に向かって鋭意努力を続けております。   

昭和55年度における研修事業の方針・内苓・運営・実施並びに講座の一覧については、すでにこ  

の『所報』第4弓に紹介したとおりですが，これらの研修事業は，次のような基本的な考え方に立  

って実施しております。   

○ 教育関係職員として必要な基本的・専門的事項や内容について研修を子了う   

0 教育の質的改善充実を図るため，各種の教育分野や領域についての研修を行う   

○ 当血する教育課題解明をめざしての教育内容や方法についての研修を行う   

0 多様な研修形態を取り入れて，参力l」者の意欲的で積極的な研修に努める   

○ 研修事業は、「研修講種」と，参加者が実践的研究主題を裁定し，年聞にわたって継続的に  

研究に取り組む「研究講座」の二つに区分して行う   

ついては，今年度，これまでに実施してきた講座の巾から、その2，3を紹介します。まず、新  

採閂教員を対象とする講座は，夏季休業中に，学級経営講座・学習指導講痺を，それぞれ3日間ず  

つ，小学校と巾・高等学校との校種別に行いました。頁剣かつ若さあふれるものでした。次に11月  

に実施した教養講座は，東京からNHK解説委員（教育担当）小尾圭之介先生を捌き，“80年代の  

教育”と越した講演をいただきました。子供の側からの発蜘こ基づく数台への転換を説かれ，われ  

われの視野を大きくひろけるものでした。また、小学校教員を対象とする曳季の実験実技講座は，  

いずれも盛会で教科によっては400名を数えるものもありました。   

ところで，これまで実施してきた2カ年の校種別講座数と，講座区分別校種別参加者数をまとめ  

ると，表1，表2のようになります。参加者数についてみますと、夏季に実施する教育研修講座や  

実験実技講麻への参加が多く，平日に年間5回にわたって継続的に行う研究講雁への参加は少ない  

という傾向があり，また，参加者数は校種によっても大きな開きがみられます。   

今後とも，数台関係職員の教育実践に役克つ研修をめざして，質的充実に努めてまいります。教  

育センターの研修事業に対し、一層のご理解ご協力を賜りますようお願いいたします。  

表1 校種別講座数  表2 講座区分別校穐別参加者数  

¢8 55年度の参加者数は、12月末十u存しりもしりを示す√」  
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